
別紙1 令和４年度普及活動成果 

特色を活かした御所ならではの柿産地づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容 

① 改植や新技術の導入による柿園の生産性向上 

・改植（補植改植）モデル園の設置と調査（２カ所） 

・難防除害虫（カイガラムシ）の省力的防除技術の実証展示（２カ所） 

② 園地の有効活用による耕作放棄園の発生防止対策 

・柿の木オーナー園の運営支援（２回） 

・家庭選果の負荷軽減のための選果基準の簡素化とその周知（普及資料作成） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状(背景)と課題 

・ＪＡならけん葛城支店柿部会 ２２名 

・古くからの産地で、富有柿を中心とした経営 

・園地の老木化により生産性が低下 

 →富有反収が県平均の半量程度 

・難防除害虫の発生により秀品率が低下 

 →下等級率（秀・優以外比率） ３７％ 

・生産者の高齢化に伴う耕作放棄園の増加 

 →オーナー園による放棄園の活用 

  家庭選果の簡略化による生産意欲維持向上 

 

・生産者に改植の意識を醸成し、８４ａで改植に取り組んだ（達成率８４％）。 

・省力的防除の効果は高く、カイガラムシの被害を大きく抑えたが、カメムシ類の多発により下等

級率は３４％となった（達成率５０％）。 

・オーナー園参加者は６４名となり、放棄園の解消につながった（達成率８０％）。 

・簡素化された選果基準の周知徹底を目指し、副読資料を作成した（達成率１００％）。 

成果 

目標 

・改植による園地の若返り 

 →改植面積 １００ａ 

・難防除害虫の防除方法の確立、普及 

 →下等級率 ３１％ 

・耕作放棄園の発生防止 

 →オーナー園参加者 ７０名 

  家庭選果新基準普及資料作成 

 

古くからの柿産地である御所市では、生産者の高齢化や園地の老木化による生産性の低下、耕

作放棄地の増加が懸念されていた。そこで、改植による園地の若返りや耕作放棄園の発生防止に

向けた取組を産地へ向けて提案し、関係機関一体となって特色ある産地づくりに取り組んだ結

果、以下のとおり御所市ならではの柿産地づくりが進んでいる。 

・生産者に改植への意識が醸成し、ゆるやかではあるが改植の取組が進み出した。 

・耕作放棄されそうな園をオーナー園として活用することで、生産者の管理負荷を軽減した。 

・家庭選果基準を簡素化することで選果に要する労力を軽減し、生産意欲の低減を防いだ。 

要約 

中部農林振興事務所農業振興課 
担当：担い手・農地マネジメント係 林 
   農産物ブランド推進係    今村 
リーディング品目支援事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象の変化 

・「今後の産地をどうするか」について考える機会を多く持つことで、産地を守っていく意識が醸成さ

れた。 

・改植についての理解が深まった。 

・省力技術を導入することで、柿生産を継続していく意欲が維持された。 

 

対象者からのコメント 

・省力防除技術は部会として取り組んでいきたい。引き続き指導を願う（部会役員）。 

・選果基準の簡素化は部会員にも好評で、生産の維持のほか、集荷率の向上も期待したい（同上）。 

 

これからの活動ビジョン 

・現状の活動を停滞させないよう、改植用の苗の供給体制や改植後の栽培管理技術についてマニュア

ルを作成する。 

・省力防除は部会の活動として全戸での取組を目指す。 

・出荷意欲を維持するため、簡素化した選果基準を周知徹底し、耕作放棄を未然に防ぐ。 

・新たな生産者をどう確保していくか、柔軟な考え方をもって担い手の確保方策を検討する。 

 

活動体制 

 

 

 

 

 

 

 

補植改植のモデル園設置 

 

・部会は高齢化、小規模化しているが、中心となる役員は元気で部会内での発信力も強い。 

 活動内容について役員と密に協議を重ねることで、実証圃の結果等の部会へのフィードバック

がスムーズに行われた。 

・御所市は「御所柿」発祥の地であり、市はこのブランドを重要視している。産地を維持するた

めのオーナー園の取組では、会場設営やオーナーとの連絡調整は市が行う等、関係機関がそれ

ぞれ役割をしっかり果たしたことも、課題解決の助けとなった。 

普及活動のポイント 

葛城柿部会家庭選果基準（松本早生・富有） 令和４年１０月版

コンテナ
区分 Ａ品 Ｂ品 Ａ品 Ｂ品 Ａ品 Ｂ品

形状
果頂部のへこみ、変形程度がや
や大きいものまで

果頂部のへこみ、変形程度が著
しいもの

色沢

病害虫 障害果 ヘタすき・傷害果

カキクダ
アザミウ
マ

・食害痕が２cm（１円玉大）以内
で２カ所以内のもの

・食害痕が２cm（１円玉大）以上の
もの、３カ所以上のもの

○ヘタ部の座
・座のへこみはあるが、褐変程度
が軽いもの

○ヘタ部の座
・座のへこみ、褐変程度が目立つ
もの

ヘタすきの隙間が浅く、ヘタから
わずかに見える程度のもの

ヘタすき程度が大きいもの
赤変がみられるもの

カメムシ

・吸汁痕が２～３カ所までのもの
※被害部が黒変していたらB品と
する

・吸汁痕が４カ所以上のもの ○スジ果
・赤道部を超える溝のあるスジが
１本以内のもの
・赤道部に達しない溝のあるスジ
が２、３本以内のもの

○スジ果
・赤道部を超える溝のあるスジが
２本以上のもの

刺傷、打傷、押傷、擦傷等が固
まっており、傷または黒変（汚損）
の直径が２cm（１円玉大）程度ま
でのもの

・刺傷、打傷、押傷、擦傷等が固
まっており、傷または黒変（汚損）
の直径が２cm（１円玉大）以上の
もの

フジコナ
カイガラ
ムシ

・ヘタの黒変が一部に限り、果面
の赤変やすすの発生がないもの

・ヘタの黒変が１枚以上あるも
の、果面の赤変やすすの発生が
あるもの

・薬害等の欠点が軽度なもの
・日焼けが果面の１／４以内で、
色が濃くないもの

・薬害等の欠点が目立つもの
・日焼けが果面の１／４以上のも
の

松本早生については、10月末日まではカラーチャート５以上で照合、11月より富有と同様（部位は赤道部）
富有については、カラーチャート６以上で照合（部位は赤道部）

※商品性のないものは家庭選果で取り除き、コンテナには入れないでください。

※Ａ品とＢ品、それぞれの混入に気をつけましょう！

傷 黒変 黒変
(線状)

傷 黒変 黒変
(線状)

簡素化した選果基準の理解を深める副読資料 

ＪＡならけん 

葛城支店柿部会 

中部農林振興事務所 ＪＡならけん 

御所営農経済センター 

御所市農林商工課 

・技術支援 

・関連事業活用 ・事業推進支援 ・営農指導 

・部会運営支援 

御所市柿産地協議会として、産地の

将来像について協議 


